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　４月１６日、厚生会館において美浦トレーニング
・センター開設４０周年記念式典・祝賀会が行われ
ました。式典では、日本中央競馬会の理事長であ
る後藤正幸氏が開所当時に勤務していた時の思い
出を述べ、４０年にわたってともに歩んできた地元
の方々、関係者への感謝の気持ちを伝えたうえで、
更なるトレセンの発展についてを語られていまし
た。また、祝賀会では美浦の食材を使った料理や、
興津蕎麦遊会によるかけそばが、来賓や関係者の
方々に振る舞われました。

　４月２１日、中央公民館で平成３０年度区長・副区
長会議が開催され、各地区の区長さん・副区長さ
んに委嘱状が交付されました。また、会議に引き
続き区長会総会が開催され、平成３０年度の役員さ
んが選ばれました。一年間よろしくお願いします。

◎平成３０年度区長会役員　敬称略
　会　長　大津英幸（大山東部）
　副会長　飯塚英治（山王）　殿岡　浩（大谷）
　　　　　坪井文男（浜）
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　４月８日、阪神競馬場（１６００ｍ・芝コース）で行われ

た第７８回桜花賞において、美浦トレーニング・センタ

ー国枝栄厩舎所属のアーモンドアイ号が優勝しました。

　スタート直後はライバルたちを見守るかのように後

続に位置する。終盤までこのままレースを進め、最終

コーナーを回りきったところでここまでためてきたパ

ワーを放出するかのようにスパートをかける。一気に

ライバルたちを抜き去り、さらには差を広げ先頭でゴ

ール。見事優勝しました。

　担当する根岸真彦調教厩務員は、「普段はおとなしく、

多少気の強いところがあるが非常に扱いやすい馬です。

馬運車での移動でも、動揺することなく落ち着いてい

ました。パドックではさすがにＧⅠということもあり、

いつもと違う雰囲気でしたが、回っているうちに落ち

着いてきました。ゲートに馬を入れた後はモニターで

レースを見ました。最後の直線に入ったところからし

か見ることができなかったですが、いつもの差し足を

使ってくれれば大丈夫だろうと思い見ていました。こ

のレースには家族全員が応援に駆け付けてくれていた

ので、その前で勝利することができとてもうれしかっ

たです。」と語ってくれました。

　鮮やかに３歳牝馬ＧⅠの第一冠を手中に収めたアー

モンドアイ号の今後のさらなる活躍が楽しみですね。

　翌週の４月１４日、中山競馬場（４２５０ｍ・芝コース）

で行われた第２０回中山グランドジャンプにおいて、美

浦トレーニング・センター和田正一郎厩舎所属のオジ

ュウチョウサン号が優勝しました。

　スタートダッシュを決めたオジュウチョウサン号は

先頭集団でレースを進める。障害を華麗に飛越しつつ

レースを進め、終盤にかかったところで先頭馬を追い

抜くと後続をぐんぐん引き離し、大差をつけてゴール。

見事、中山グランドジャンプでは３連覇、Ｊ・ＧⅠに

おいてはなんと５連覇を達成しました。

　担当の長沼昭利厩務員は、「今回は感染症で体調を崩

してしまい調教できない期間が１か月間位ありました。

１００パーセントと言える状態ではなく、短い期間でど

こまで状態を上げていけるか心配がありました。馬を

ゲートに入れた後はラジオでレースを聞いていました。

ところどころレースを直接見ることは出来ましたが、

見ないようにしていました。今回の勝利はこれまでの

勝利とは違い、調教が順調でなかった分重みがあり、

初めてＧⅠを獲った時ぐらいのうれしさがありまし

た。」と語りつつも最後には、「また年末に取材に来て

ください。」と力強く語ってくれました。

　さらに上を目指すオジュウチョウサン号の今後の活

躍が楽しみですね。
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桜 花 賞桜 花 賞

中山グランドジャンプ中山グランドジャンプ

和田 正一郎 調教師 石神 深一 騎手長沼 昭利 厩務員

国枝 栄 調教師 根岸 真彦 調教厩務員
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